
令「l次産品想談会Jの筒催

I ねらい

所

従来，研究所の調査研究の成果は，ゼミナ－）レ，誹協

会等を通じて広報され，これには官庁，民間会社，調査

機関等の実務担当者が参加しているカL最近とくに貿易

開発会議以来，低開発諸国と日本との貿易不均衡の問題

が関心を持たれてきたので，研究所の調主成果を直接に

政策ないし貿易にたずさわるお業界の企画，立案に資す

るためl次産品の問掴をとりあげて，通産省，研究所，

主要商社を構成メンパーとする懇脱会を開催した。

II 構成メンバ一

通産省…赤沢経済協力部長，棚田：事務官

研究所…渋沢，田尚河理事，川町刷tm，管理・資料・調

主研究・長期成長・動向分析の各部室長

商社…橋本常務取締役，鹿島調査部次長（三井物産K

K），江森取締役，勝沢業務部長代理〈三菱商事KJ<),

池回取締役，結谷業務部長代出（丸紅飯田KK）；瀬島

常務取締役，米倉貿易統梅本部調査線長〈伊J弾忠商事K

K) 

凹議事概要

第l回懇談会

（とき〕 7月9日午後3時から511寺まで

：議案〕 懇談会の問題意識，扱う内容，アブ‘ローチの仕

方得についてv

〔要旨〕 貿易開発会議後の客観状勢の変イじに伴い， I]本

として抵開発国1次産品に対する政策の理念、を打ち出す

必要があるので，当懇談会はljtなる共同研究の会ではな

く，現実的な山旭．を政策に反映させるようにしたい。ア

プローチの仕方としては，対日貿易上の懸案のある図を
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報

Jl!市アジアからJ1ll/1Jして，その固に3付する基i而の対策を

検討するという仕方と，現在入超国から愉入している l

次臨品で低調発国へ市場転換できるものについて，個々

に｜出迎点を検討する仕方が論ぜられ，当［師併行して仔な

うことにした。

第2同窓談会

Cとき〕 7月23日午後3時から5時まで

〔拙師〕 通産省山崎参事官

〔議案〕 (1）貿易開発会議の報告（山崎参事官）.(2）タイ国

．の経涜概況と lt大産品について〈江蘇三造商事取締役〉

〔要旨〕 (1) l次産品問題と取り組むについては， m.なる
輸入抵の増大だけでなく，新しい輸y、商品を見付けると

と， rli場転換だけでなく，長期的に侃／J円強固の発Jiをに役

立つこと， l止品全体の需給構造を必期的lこ制裁すること

の必要性が述べられ，研究所を交えての都談会の窓義が

強制された。（均タイの経済：＊w，特に外国借款方針・の変
児に伴う I陥U.\i目進の必~が述べられ，米，メイズ，タピ

オカ，ヒマシの対日輸出の可能性について論ぜられた。

第3困懇談会

〔とき〕 8月13日午後311寺から5時まで

〔i確案〕 (1）貿易開発会議の感想、と逝産省の考えている対

策（赤沢通産省経済協力部長）， (2）インドネシアのメイズ

の開発輸入について〈楠本三井物産甜務取諦投入

C要旨〕 (1）通産省の 1 次産品対策・貨の説明，~として聞

発輸入・輸LUとのコンペンシエーション，輸入金融枠の

設置，日銀の手形割引策，アンタイドローンが説明され

た。（2）インドネシア政府が，メイズの愉出専門生産地域

の造成を者出：しているので，協力して長期購入拠約を結

ぶ渠が説明さ札た。
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第4同怒脱会

［とき〕 9 ）~2i符午後抑制ミら 5Jlキ

〔議案〕 (J）組糖の開発l油入について（池田丸紅飯間取締

役）， (2）締国の I次産品貿易のnm1起点について〈瀬品f戸時

忠商事常務取締役。

〔要旨〕 （抑制怖の輸入滅を京市アジアにiii砂｜民換する附

恕が述べられ，インドネシア，タイの事1/f楽・に対する協力

の仕方に言及された0 (2）当i田耕国から輸入を要J押されて

いる l次産品の側々について輸入上の問題点が解説され

た。

W 結び

主要商社よりそれぞれ 1！｝：産品問題についての考え方

が紹介されたので，次回は研究所がそれらを総指してー

応の結論を！日す予定になっている。

φゼミナーJI,およびりーヂィング・サークJ［...の開催

当研究所では，出版物の内容紹介と普及のため，下記

によりゼミナーノレおよびリーディング・サークノレ企当研

究所内で開｛lilした。

l. ゼミナ－1レ

型＿＿!_J＿一先月－－ 7- ケと＿1~＿J＿竺一空i
lOJj 16日 l俣湾磁守勢境！ーズ1 1拓殖大学諮問i
－~とJ_\_m~a集←二一一一一ーしl 旬以－－＝－~－~
10月お日！械の瑳業構造 l器禁線開査
〈企〉 I c研究参考資料館59集〉 ｜笹本武治

2. リーデ、イング・サークJレ・

使用テキスト｜祝 町－1jij] 日

目三不良材v5ff会帯電』｜ー一一一一［一一一←一一－
rィンF村部の社会・経湖東京大学教授1準備会 10月21!:l
榊匙J ｜ 

（制査研究附双1附｜稲武 前i恒l削泌I.I
印二日銀ー・ ーー._l. I - 第2fBI11月4，司

『なさ竺？持併｜ぷZ撃ち明治3匝！閉山
（五ぷ滋J刷所双）｜員長リカ祝査i第4聞 11月川
一ー一一ーー・・ 一、ー一！ 太郎．業．純！毎週水II冨日
『韓国の経済構造と底知韓国間脳研究｜． ι ー ． 
指j昆1 l＊・ 1午後611寺～8時

（研究参f昂資料J2~＿~？.. I ~I• 川信夫i
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~まな人事異動

主な人事異動が次のとおり発令された。

海外派遣民（クアラルンプ－Iレ〉 萩）Jl（宜之
海外調査員を命ずる

｜｜｛伺113!:JiJ!lOJJ1 1:1付け

日！引 III ~：， 秀夫

)i;(f+Jアジア経消総合調査のためフィリピンほか4カ1151へ

tJ.¥拐を命ずる

l昭和39年10月6日付け

総務部参事 国部日．

調査研究部専門制査員兼務を命ずる

i；封和391-ド10月8r-1付け

φ海外派遣員の帰国

｜！日平U371f，~海外派遣員のうち，以下の 3 名が 2 ~F-間の

派遣期1/lJを終了し帰凶した。

良一竺！一戸 元 説 早 l~~J出［＿~！~.
型堅！躍？竺竺！ー？？？；謎二h竺空－~
鈴木弘明｜エジプトの産柴構造 ｜力イロ｜則 5I~ 

細Jj~也［；：·二ナぷふ雨－~：長会－·－l刀司五月五戸

。出版案内 (10月i日～10月3HI発行のもの〉

I回向指II自著，『ブラジJレの工業化とインフレーション』

〈プジア経済調査研究成主郊109Jm，『インドネシア貿易

統計1951～1961.B（研究参考資料第70.JR），中川信夫若，

『緋悶の経済構造と産業発服』（同第72集）， IT'アジアの!f!/J

(FiJJl 8 J j号。


